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教 材 研 究 と して の マ ドレー ヌ ・ヴ ィオ ネ
ー ハ ンカチー フ ・ドレス1920
鈴木桜子/杉野服飾大学
杉野服飾大学 フ ァッシ ョン文化論 コー スで
は,平 成14年度 か ら学部3年 生 を対象 に学内
制作週間 の一環 として,マ ドレーヌ ・ヴィオ
ネ作 品の再現 に取 り組 みは じめた。 マ ドレー
ヌ ・ヴ ィオネ(MadeleineVionnet1876～
1975)は,1920～30年代にかけてオー トクチュー
ル界 で活躍 した クチ ュリエールである。
1920年代 は,女 性 の意識 に大 きな変化が見
られた時代 であ り,衣 服 は女性 の行動力 と自
立 を反映す るもの とな った。 ヴ ィオネ,シ ャ
ネル,ス キ ャパ レリとい ったデザイナーが出
現 し,「現代 衣服の源流」 がか たちつ くられ
ることとな った。 とりわけヴ ィオネの考案 し
たバ イアス ・カッ トによる ドレスは,コ ルセ ッ
トを外 し,そ れまでの衣服 の構造 を根底 か ら
変え るとともに,衣 服 と身 体 との関係 に革新
を生み,新 しい美の規範を もた らした。 これ
は,当 時の芸術 ・デザイ ン ・建 築の動 きと並
行す るものであ り,近 年の服装史研 究で も指
摘 されてい る。
ヴィオネの服 は,女 性の凹凸のあ る身体 に
自然にな じみ,本 来の身体の美 しさを表現 す
る。彼女の ドレスは,デ ザイ ン画か らパター
ンを起 こす という通常行われ る制作工程を経
な い。1/2大 の木製マネキ ンに一枚のモス
リンを当て,ド レー ピングを しなが らデザイ
ンを決定 して い く。それを実物大 に置 き換え
て制作 して い く。
ヴィオネ はこの ドレー ピングの過程で有名
な 「バ イア ス ・カ ッ ト」の手法を編み出す。
この手法 は布に新 しい表情を与えることになっ
た。バ イア ス ・カ ッ トによ り布 に与え られた













今 回,杉 野服飾大学ファッション文化論 コー
スで は,ヴ ィオネの初期の作品か ら,シ ンプ
ルなが ら最 も美 しい作 品 の一つ といわれ る
「ハ ンカチーフ ・ドレス」(1919/20)をiび,
再現 を試 みた。そ の目的 は,最 終的な ドレス
の形 の背後 に隠 され見落 とされが ちな,素 材,
パ ター ン,構 造,縫 製,形 態の相互関係 を理
解す ることにあった。 また 日頃,デ ザイ ン史,
服装 史を学ぶ フ ァッシ ョン文化論 コー スの学
生 に,ヴ ィオネの歴史 的意義を認識す るきっ
かけを与 えることにあった。
ドレスの再現 に当たって は,メ トロポ リタ
ン美術館 で20年以上 に亘 ってヴィオ ネの研究
を 手 が け て き た べ テ ィ ・カ ー ク の 著 書
『VIONNET』(1991)を参考 に し,彼 女 の研
究を辿 りなが ら制作 を行 なった。
制 作にあた って,ま ず試 みなけれ ばな らな
か ったのは,縫 製方法,そ してパ ター ンと生


























身のみならず,指 導者自身 も実感 した。
再現 されたハ ンカチーフ ・ドレスは,縫 い
終わ って もそのフ ォルムを表 さな い。 ヴィオ
ネの ドレスは,身 体 に着せ られてはじめてフォ
ルムを表す。今 回 も,学 生た ちが ボデ ィに着
せては じめてその姿 が明 らか にな った。全て
の工程 が最 終的なフ ォルムとな って表れたの
だ った。
ボデ ィに着 せ られたハ ンカチーフ ・ドレス
は予想以上 に美 しい フォルムを見せた。両肩
か ら前 身頃 ・後身頃に 自然 に垂れ下が るバ イ
アスは,裾 の部分 でハ ンカチーフヘ ムライ ン
とな り,前 後開きの部分 か らジ ャボとなって
表れ る部分 は左右対称のカスケー ドをあ らわ
した。学生た ちはこの最後 のフォル ムを見て,
自分達がや って きた工 程ひ とつ ひとつが フォ




わか らないことが,実 作を通 して実感として
理解することができたのは大きな収穫であっ
た。1点 だけの制作ではあったが,与えられ










フ ァッシ ョンの世界では,と か く最後 に現
れる服 のデザ イ ンに評価が下 される傾向があ
るが,パ ター ン,構 造まで遡 ってデザイ ンを
理解す るため にはヴィオネの作 品は最適な教
材 の一つ と思われ る。
今回は,初 めての試み としてハ ンカチーフ ・
ドレスを取 り上 げた。今後 も,ベ ティ ・カー
クの研究 を もとに,学 生 とともに作品の再現
に取 り組んで い く。 この積み重 ねを教材研究
の資料 の一助 と して,ヴ ィオネの衣服デザ イ
ンにつ いて更 に考察を深めていきたい。
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